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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 保安 
用品 協会 (JSAA) 及び 財団法人 日本規格協会 (JSA) から， 工業 標準 原案と して 日本工業規格 を 改正す べきとの 
申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JIST 8134:1995 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 
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JIS 

T 8134: 謂 



自転車 用 ヘルメ ッ ト 

Protective helmets for bicycle users 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 自転車に 乗る ときに 着用し， 乗員 及び 同乗す る 幼児 を 頭の けがから 保護 又は 傷害の 程度 を 
軽減す るた めの 自転車 用へ ルメット （以下， ヘルメット という。） について 規定す る。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 この 引用 
規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JIS D 1050 自 動 車 ― 衝撃 試験 に お け る 計測 
JIS K 6253 加硫 ゴム 及び 熱可塑性 ゴム 一 硬さ の 求め 方 

3 用語 及び 定義 

この 規定で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

3.1 

ヘルメ ッ卜 

頭部に 装着し， 衝撃 エネルギー を 吸収して 頭部 傷害の 危険 を 減少す る こと を 目的と する もので， 少なく 
とも 帽体， 衝撃 吸収 ライナ， 保持 装置 及び 着装 体に よって 構成され る もの。 
3.2 
帽体 

ヘルメットの 外形 を 形作る 部分。 必ずしも 強固な 殻 体で ない もの も 含む。 
3.3 

衝撃 吸収 ライナ 

帽 体の 内側 に 沿 つて 取り付けられ ている， 衝撃 を 吸収す るた めの 部材。 
3.4 

保持 装置 

あごひも， あごひもの 取 付 部品， あごひもの 長さ 調節 部品， あごひもの 締結 具な どから なり， ヘルメ ッ 
トを 頭の 適切な 位置に 保持す るた めの 装置。 
3.5 

着装 体 

帽体 内部に 取 り 付けられ ている， 衝撃 吸収 ライ ナ 及び 保持 装置 以外の も のの 総称。 
3.6 

チン カップ 
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ヘルメ ッ ト 使用者の あごの 形に 合わせて 成形した もの。 
3.7 

人頭の 基礎 平面 

外耳 口 （外耳道） 及び 眼球 孔 [眼 か （窩 )] 縁 部 を 通る 水平な 平面。 
3.8 

人頭 模型の 基礎 平面 

人頭の 基礎 平面に 相当す る 人頭 模型の 平面 （図 A.1 參 照）。 
3.9 

参照 平面 

人頭 模型の 基礎 平面に 平行で， この 基礎 平面から 人頭 模型の サイズに 応じて 規定され る， 一定の 距離 を 
おいて 平行す る 作図 上の 平面 （図 A.1 参照）。 
3.10 

中央 垂直 軸 

人頭 模型の 参照 平面の 前後 • 左右の 中心 を 通る 人頭 模型の 基礎 平面に 垂直な 直線 （図 A.1 參 照)。 
3.11 

中央 矢 （し） 状 面 

人頭， 人頭 模型 又は 着用しょう とする ヘルメットの， 中央 垂直 軸 を 通る 左右に 対称な 垂直 面。 
3J2 

ヘルメットの 着用 位置 指標 

人頭 模型に ヘルメ ッ トを 装着させる 際， ヘルメ ッ トの前 縁 部下 端から 参照 平面までの 垂直 距離 をい う。 
この 距離 は， 製造業 者が 各 モデルの 各 サイズに ついて 指定す る （附属 書 A 參 照)。 
3.13 

同乗す る 幼児 

自転車の 補助 座席に 同乗す る 就学 前の 児童。 
3.14 

試験 範囲 

衝擎 囲 は， 6 歳 未満の 幼児の 使用の 可否に 応じ て 図 1 a) 及び 図 1 b) に 示 し た範 H でな ければ な ら な 

い。 

4 性能 

4.1 衝撃 吸収 性 

衝撃 吸収 性 は， 前頭部， 後頭部， 側 頭部 及び 頭頂部 を 保護す る ものと する。 7.3 によって 試験 を 行った と 
き， 人頭 模型の 重心の 衝撃 加速度 は 2 940 m/s 2 (300 G) 以下で あり， 力つ， 1 470 m/s? (150 G) 以上の 衝撃 加 
速度の 継続 時間が 4 ms 以下で なければ ならない。 

注記 衝撃 加速度の 規格 値 1 940 m/s 2 及び 1 470 m/s 2 の 後の 括弧 内の 数値 G は， 慣用 的に 用いられる 
重力 加速度の 値 を 示す。 
4.2 保持 装置の 強さ 

保持 装置の 強さ は， 7.4 によって 試験 を 行った とき， 最大 仲び が 35 mm 以下で あり， 力つ， 試験 後に 締 
結 具の 解除が 容易で なければ な ら ない。 
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4.3 保持 性 （ロール 才フ） 

保持 性 （ロール オフ） は， 7.5 によって 試験 を 行った とき， ヘルメットが 人頭 模型から 脱落して はなら な 
い。 

4.4 視野 

視野 は， 7.6 によって 試！ 験 を 行った とき， 左右 水平に それぞれ 105° 以上と する。 

5 Tfe:ia 

5.1 s^fejs 

ヘルメットの 基本 構造 は， 頭部 を 保護す るた めの 帽体， 衝撃 吸収 ライナ， 着装 体 及び 保持 装置で 構成 さ 
れ， 耐久性 を もち， 通常の 取扱いに 耐える ものでなくて はならない。 ヘルメットの 部材 （バイ ザ 一， リベ 
ット， 通気孔， サイズ 調整 部品， 緣 巻き， 締結 具な ど） は， 通常の 使用で 使用者に 傷害 を 与える ことのな 
いよう に 設計 • 製造され， 次の 事項 を 満足し なければ ならない。 

a) ヘルメ ッ 卜の 外 表面 は， 転倒 時に 路面との 摩擦が 著しく 大き く ならない 材料で 構成され ており， また， 
凸部 又は 段差が ある 場合に は， 面取り を 行う ことによって 引っ掛 かりにく い 構造で なければ ならない。 

b) 帽 体が 硬い 材料で ある 場合 は， 帽 体の 端 部 は 鋭い 角が あって はならない。 

C) 帽 体内 表面の 突出 物 は， 鋭い 角が なく， 力、 つ， 硬い 突出 物 は， すべて 保護 詰め物な どに よって 頭に 伝 
わる 衝撃が 集中し ない 構造と する。 

d) あごひもの 幅 は， 15mm 以上で なければ ならない。 

e) あごひもに チン 力 ッ プを 取り付けて はならない。 

サイズ 調整 部品 は， 着用 者が 意図 しないと きに 容易に 外れたり， 着用 寸法が 変化して はならない。 

g) 帽 体に 固定された スナップ その他の 硬い 突出 物 （リベ ッ 卜の 頭 を 除く。） は， 帽 体外 表面から 5mm 以 
上 突き出して はならない。 ただし， ヘルメットの 着用 性な ど を 向上させる こと を 目的と する もので あ 
つて， かつ， 容易に 外れる もの はこの 限りで はない。 

h) 帽 体外 表面の リベットの 頭 は， 2mm 以上 突き出して はならない。 

i) 通気孔 は あけても よい。 
5.2 附属 品 

附属 品 は， 次に よる。 

a) ヘルメ ッ 卜に は， 夜間に おいて 自動車のへ ッ ドライ ト などの 光 を 反射して 容易に 確認で きる 反射 材な 
ど を 取り付けても よい。 

b) 附属 品が 取り付けられる 場合 は， ヘルメ ッ トの 安全性 を 損なって はならない。 

6 材料 

ヘルメットの 製造に 用いる 材料 は， 通常の 使用 条件に おける 太陽光線， 温度， 雨の 暴露な どに よって 著 
しい 変化 を 受ける ことがあって はならない。 ヘルメ ッ 卜の 皮膚に 接触す る 部分 は， 汗 又は 化粧品の 影響に 
よって 著しい 機能の 低下 を 受けない 材料 を 用いなければ ならない。 

7 試験 

7.1 人頭 模型 

試験に 使用す る 人頭 模型 は， 附属 書 B 及び 附属 書 C に 規定す る 寸法 特性 並びに 表 1 に 適合 し な ければ な 

ら ない。 
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表 1 一人 頭 模型 



ヘルメ ットの 


人頭 模型の 


人頭 模型の 


人頭 模型の 


人頭 模型の 重心 


大き さ 

mm 


種類 


質量 
kg 


大きさ 
mm 


(参照 平面 下方の 位置） 
mm 


540 未満 


A 


3.1±0.10 


500 ±5 


11.1 


540 以上 570 未満 


E 


4.1±0.12 


540 ±5 


11.9 


570 以上 600 未満 




4.7±0.14 


570 ±5 


12.7 


600 以上 620 未満 


M 


5.6±0.16 


600 ±5 


13.3 


620 以上 





6.1±0.18 


620 ±5 


13.7 


注記 1 衝撃吸収性試験に用ぃる人頭^？^^？！は， 反， 性 


マグネシウム 合金 製と する。 


注記 2 人頭 模型の 質量の 規定 は， 衝攀 吸収 性 胃に 用いる 人頭 模型 だけに 適用す る。 


注記 3 人頭 模型の 質量と は， 加速度計， ボール ソケッ 


ト 及び 支持 アーム を 含む 質量 を 示す。 


注記 4 ガイド ワイヤ 誘導 落下 装置 を 使用す る 場合， 支持 アームの 干渉 を 避ける ための 切欠きが あつ 


て も 差し支えない。 








注記 5 人頭 模型 （ガイ ド ワイヤ 誘導 落下 装置 を 使用す る 場合 は， 支持 ァ 


ームを 含む。） の 重心 は， 中 


央 垂直 軸 上の 表 1 に 示す 位置 を 規準と し， その 重心 位置に 加速 iSE 計 を 装着す る ものと する。 



7.2 前 処理 
7.2.1 処理 方法 

試験に 供す る 試料の 各 前 処理 は， 次に よる。 

a) 室温 処理 ヘルメ ッ ト を 温度 23±5 での 条件に 4 時間 以上 保持す る。 

b) 高温 処理 ヘルメ ッ ト を 温度 50±2 。C の 条件に 4〜24 時間 保持す る。 
C) 低温 処理 ヘルメ ッ ト を 温度— 10 士 2 。C の 条件に 4〜24 時間 保持す る。 
d) 浸せき 処理 ヘルメット を 温度 25±5 。C の 水中に 4〜24 時間 保持す る。 
7.2.2 前 処理 後の 試験 

それぞれの 前 処理 後の 試験 は， 次に よる。 

a) 高温 及び 低温の 前 処理 後の 試験 高温 及び 低温の 前 処理 後の 試験 は， 通常， 前 処理 槽 から 取り出した 
後， 室温で 2 分 以内に 開始して 5 分 以内に 終了す る。 5 分 以上 経過した 場合に は， 超過 時間 1 分に つ 
き 3 分 間の 割合で 更に， 各々 の 前 処理 をした 後に 試験 を 行う ものと する。 

b) 浸せき 処理 後の 試験 浸せき 処 S 後の 試験 は， 前 処理 装置から 試料 を 取り出した 後， 水切り 時間 を考 
慮して， 取り出した 後 15 分 間 以上 経過 後， 6 時間 以内に 行う。 

7.3 衝撃 吸収 性 試験 
7.3.1 試験 方法 

衝撃 吸収 性 試験 は， ヘルメットの 最大 サイズ （サイズ 調節 方式に あって は， 最大に 調節した ときの 大き 
さ） に 応じ て 表 1 によつ て 選択 した 人頭 模型 を 用い， 7.2.1 の b) 〜めに よ つて 前 処理 を し た 各 試料 ごと に 試 

験 を 行う。 

7.3.2 試験 範囲 （衝撃 点の 範囲） 

試験 範圍 は， 次に よる。 

a) 衝" だ 点 は， 附属 書 A によって 人頭 模型に ヘルメ ッ トを 装着した とき， ヘルメ ッ 卜の 使用 年齢 範囲に 応 
じて 図 1 a) 又は 図 1 b) の f 式験範 圏内 とする。 
なお， 衝撃 点 は， ヘルメットの 最大 円周の 1/5 以上 離れた 試験 範囲 内の 任意の 4 点と する。 



^作 怖 法に よ り 無断での 製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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単位 



人頭 模型の 種類 


a 


b 


c 


d 


e 


A 


38 


12,7 


27 


25 


30 


E 


39 


12.7 


27 


27 


32 



a) 使用 年齢 範囲に 6 歳 未満が 含まれる 場合 




単位 



人頭 校 型の 種類 


a 


c 




A 


38 


27 


49 


E 


39 


27 


52 




41 


27 


54 


M 


41 


27 


55 





42 


27 


56 



b) 使用 年齢 範囲に 6 歳 未満が 含まれない 場合 
図 1 一 衝撃 試験 範囲 

b) ヘルメットの 各 衝撃 点 は， 人頭 模型の 重心が アン ビルの 中心の i& 直線 上に くるよう にし， 衝撃 点に お 



：: 经作権 法に よ り 無断での 複製， 転载 等は禁 ||: されて お ります。 
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ける アン ビ ル と 接触 する 面 は， 水平 で な け れ ばなら ない。 

なお， 1 軸 加速度計 を 使用す る 場合 は， 人頭 模型 を 衝撃 位置に 置いた ときに 加速度計の 感性 軸と 鉛 
直線の 角度が 5° 以内と する。 
7.3.3 試験 手順 

試験 手順 は ， 7.3.5 に 規定す る 装置 を 用い， 次に よる。 

a) 7.3.2 で 選択した 衝撃 点 4 点のう ちの 2 点に ついて， 衝撃 時の 落下 速度 5.42 m/s (落下 高さ 1.50 m 
に 相当） で 平面形 鋼製 アン ビル 上に 落下させる ことによって 衝撃 を 加えて， 人頭 模型の 重心で 衝撃 加 
速度 を 時間の 関数と して 測定す る。 

b) 同様の 装置 を 用いて 7 丄 2 で 選択した 衝撃 点 4 点のう ち 平面形 鋼製 アン ビル 上での 衝擊を 加えて いない 
2 点に ついて， 衝撃 時の 落下 速度 4.57+ ン m/s (落下 高さ 1.06 m に 相当） で 半球 形 鋼製 アン ビル 上に 
落下させる ことによって 衝撃 を 加えて， 人頭 模型の 重心で 衝撃 加速度 を 時間の 関数と して 測定す る。 

7.3.4 測定 方法 

測定 方法 は， 次に よる。 

スト ライカの 速度 は， 衝撃 点から 1〜6 cm の 任意の 区間で 1 % の 精度に よって 測定す る。 人頭 模型の 重 
心の 加速度 は， 7.3.5 e) に 規定す る 装置に よって 測定， 記録す る。 ただし， 3 軸 加速度計の 場合 は， 合成 加 
速度 を 計測す る。 
7.3.5 試験 装置 

試験 装置 は， 次に よる。 

a) 主な 試験 装置 

1) 台に 堅固に 固定した アン ビル。 

2) 自由 落下 誘導 装置 （3 軸 加速度計 用） 又は ガイ ド ワイヤ 誘導 落下 装置 （1 軸 加速度計 用） のい ずれ か 
を 選択 （図 2 参照)。 

3) ヘルメ ッ トを 装着した 人頭 模型 を 保持す る 装置。 

4) 測定装置に 接続した 3 軸 又は 1 軸 加速度計 を 取り付けた 人頭 模型。 

b) 台 は 鋼材.， コンクリート 又は これらの 二つの 材料 を 組み合わせ たものと し， 少なくとも 500kg の 質量 
を もたなければ ならない。 

なお， 台 は， 試験の 衝撃 力に よって， 表面に 目視 可能な 変形が 生じない ような もので なければ なら 
ない。 また， 台 及び アン ビル は， 測定に 影響 を 与える おそれの ある 共鳴 振動数 を もつ ものであって は 
ならない。 
C) アン ビル は， 次に よる。 

1) 平面形 鋼製 アン ビル は， 直径 130±:3mm の 円形の ものと する。 

2) 半球 形 鋼製 アン ビル は， 半径 50±2mm の ものと する。 

d) 人頭 模型 を 保持す る 装置 は， 次に よる。 

1) 人頭 模型の 重心で 行う 加速度計の 測定に 影響がない もので， かつ， 試験 範囲 内の いかなる 点で も 試 
験で きる も のでな ければ な ら ない。 

2) 人頭 模型 保持 装置 は， 衝撃 速度が 理論 速度の 95% 以上になる ような ものと する。 

e) 加速度計 及び 測定装置の 加速度計 は， 20km/s2 の 加速度に 損傷な く 耐え， その 質量 は 50 g 以下で， 次 
の 特性 を もつ もの。 

1) 周波数 特性 は 10〜10000Hz において， 許容誤差 は 土 1 dB とする。 

2) 最大 測定値 ： 20km/s2 以上 



著作権法に よ り l«i でのお 韆， 嘛職等 は 禁止 さ れて お ります。 
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固有 振動数： 20 000 Hz 以上 

加速度計が 接続され る 測定 記録 装置 は， 次の 性能 を もつ ものと する。 
- 総合 周波数 特性 は， JISD 1050 に 規定す る 周波数 クラス 1 000 とする。 ただし， 0〜20Hz の 周波 
数 は 含まない。 

― 4.1 に 規定す る 衝撃 加速度の 継続 時間が 正確に 読み取れる もので あり ，衝撃波 形 を 連続 的に 記録で 
きる もの。 

, 人頭 模型 - 落下 装置 




J1S K 6253 による。 

a) 3 軸 加速度計 用 
図 2 - 衝撃 吸収 性 試験 装置 （例) 



き 作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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lEHl 



単位 



電磁石 装置 




平面形 鋼製 アン ビル 

( 試験 装置 に 装着 し た 半球 形 
に 鋼製 アン ビルと 交換して 用いる ソ 



.0130 土 3 



衝撃 吸収 性 試験 用ス卜 ライカ 

止め ボルト 




注 人頭 模型 内部の ボール ソケッ トに 加速度計 を 装着す る。 



b) 1 軸 加速度計 用 
図 2 — 衝撃 吸収 性 試験 装置 （例） （続き） 



7.4 保持 装置の 強さ 試験 
7.4.1 試験 方法 

保持 装置の 強さ 試験 方法 は， 次に よる。 

a) 保持 装置の 強さ 試験 は， 7.3 で 選択した ものと 同 寸法の 人頭 模型 を 用いて， 7.2.1 の a) に 規定す る前処 

理を 行った 後 試験 を 行う。 

b) 人頭 模型への ヘルメ ッ 卜の 装着 は， あごひも を 試験機の "あごひも 掛け 具" の 下で， 締結 長さ を 調節 

する。 

C) 試験 手順 は， 次に よる。 

1) あごひも 掛け 具 を 上げた 状態に して， あごひも を あごひも 掛け 具の 下で 締め， あごひもが 誘導 棒と 



切 ffii 懷 



^作 桶 法に より 無断での 蜜鬍、 鼈 餐等は 禁止され ております。 
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落下 重 錘 を 乗せた アン ビルの 質量 を 支える ようにす る。 このと き， あごひもの 締結 具が あごひも 掛 
け 具に 接触し ないように する。 

2) あごひも 掛け 具の ローラ 中心 力、 人頭 模型の 参照 平面 下方 約 130 mm に 位置す るよう に 調節して 負 
荷 装置 を 取 り 付 け ， 落下 重 錘 を アン ビル 上に 載せ た 状態 で の 位置 を 記録す る 。 

3) 落下 重 錘 を 引き上げて， アン ビル 上面から 発泡 パッ ドの 厚さ も 含めて 600±5nim の 高さから 落下 さ 
せ， そのと きの 保持 装置の 最大 伸び を 測定す る。 また， 重 錘の 落下 後， 容易に 締結 具の 解除が でき 
るか どうか を 確認す る。 

なお， 発泡 パッド は， 容積 密度 40 kg/m 3 の 発泡 ポリエチレン とし， 直径 は， 重 錘と ほぼ 同等と す 
る。 また， 厚さ は， 10±1 mm の ものが 適切で ある。 
d) 測定 動的 伸びの 最大値 を 測定す る。 
7.4.2 試験 装置 

試験 装置 は， 次に よる （図 3 参照）。 

a) あごひも 掛け 具 は， 中心 間 距離 76±lmm， 直径 12.5±0.5 mm とし， 自由に 回転す る 二 本の 円筒形 口 
ーラ とする。 

b) 全 質量 は， 落下 重 錘の 質量 4±0.2 kg を 含む 誘導 棒 及び 誘導 棒 取 付 品と し， 11±0.5kg とする。 
C) 人頭 模型 を 取り付けた ヘルメ ッ トを 保持す る 台。 

d) 誘導 棒 は， 重 錘の 落下 高さ 規定値 (600 mm) 以上の 寸法 を 確保す る。 

e) 変位 測定器 を 備え， 変位 量 を 読み取れる もの。 



；:; ^作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 IP は 禁止され てお ります。 




誘導 棒に 固定 




+ 落下 高さ 



図 3 — 保 持 装置の 強さ 試験 装置 （例) 



7.5 保持 性 （ロール オフ） 試験 
7.5.1 試験 方法 

試験 方法 は， 次に よる。 

a) 保持 性 試験 は， 7.3 で 選択した ものと 同 寸法の 人頭 模型 を 使用す る。 ただし， サイズ 調節が できる ヘル 
メット で， 複数の 人頭 模型に 装着で きる もの は， それぞれ すべての サイズの 人頭 模型 を 用いて 7.2.1 
の a) の 前 処理 を 行った 後， 試験 を 行う。 

b) ヘルメット を 附属 書 A に 従い， しっかりと 人頭 模型に 装着す る。 

C) 落下 重鍾 誘導 装置の 鋼製よ り ワイヤ を ヘルメ ッ 卜 後部 中央に 接続し， ヘルメ ツ ト の 装着 状態が ずれて 



乍 権 法に よ り 無断での 複襲， は 禁止され ております。 
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ヘルメ ッ 卜 上 
の 基準 ライン 



参照 平面 



試験 後 



いない こと を 確認す る。 
d) 落下 重鍾 を， 175±5 mm の 高さから 落下 させて 試験す る。 
7.5.2 試験 装置 

試験 装置 は， 次に よる （図 4 参照)。 

a) 中継 リールと 人頭 模型 と の 中心 距離が 600 mm に 調節で きる ものと する 
型の 参照 平面 と の 距離が 600 mm に 調節で きる ものと する。 

b) 落下 重鍾の 質量 は， lOiO.lkg とする。 

C) 鋼製よ り ワイヤ を 含んだ 落下 重 錘 誘導 装置の 合計 質量 は， 3 土 0.1 kg とする。 

d) 落下 重 錘 誘導 装置の 落下 高さ は， 規定値 (175mm) 以上の 寸法 を 確保で きる ものと する 

e) 鋼製より ワイヤ を 中継す る リールの 直径 は， 100±5nTm とする。 

f) 鋼製より ワイヤの 直径 は， 3 mm 以上と する。 



また， 中継 リールと 人頭 模 



単位 



600 



鋼製より ワイヤ 
03 以上 



ヘルメ ッ ト 上に 
位置す る 基準 ライン 





図 4 一保 持 性 （ロール オフ） 試験 装置 （例) 



：；^^作権法にょ り 無断での 複製， ！！^^載等は禁止されてぉり ます。 
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I 



12 

T8134 ： 2007 
7.6 視野の 測定 

視野の 測定 は， 附属 書 A によって ヘルメ ッ トの サイズに 適合す る 人頭 模型に ヘルメ ッ トを 装着した とき， 
図 5 に 示す 範囲 内に 視野 を 妨げる 部分がない こと を 確認す る。 ただし， 大きさ を 調節で きる ものであって 
複数の 人頭 模型に 装着で きる もの は， それぞれ すべての 人頭 模型で 実施す る。 



8 使用者に 対する 表示 及び 情報 
8.1 ヘルメットへの 表示 

ヘルメットに は， 容易に 消えない 方法で， ヘルメットの 内面 又は 外面の 見やす い 箇所に， 次の 事項 を 表 
示す る。 

a) 規格 番号 

b) 自転車 用 ヘルメ ッ ト である 旨の 表示 

C) "使用 年齢 範囲" 又は "6 歳 未満の 幼児の 使用の 可否" 

d) 製造業 者， 輸入業者 などの 名称 又は その 商標 

e) 製造 年月 又は 輸入 年月 

f) 生産 国名 

g) 大きさ は， 着装 体の 内側 円周の 寸法 を cm 単位で 示す。 

なお， 調節 式の もの は， その 範囲 を 示す。 

h) 注意事項 




注記 人 Vll 《ゆ 型の 中央 矢 （し） 状 面に ついて 対称な 二つの V 字 型で， 参照 平面と 
丛 おか' 卜 面の 間に ある 部分。 この V 字形の 各々 は 人頭 模型の 中央 矢 状 面 と 少 
なくと も 105° の 角度 をな し， かつ， りょう （稷） として 直線し K を もつ 
垂直 面に よって 定義す る。 



図 5 —視 野— 水平 方向 



：；^^：作權法に よ り 細での ま鬌， 義 截等は 禁止 さ れて お り ま す。 
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1) 頭に よ く 合った ヘルメ ッ トを 着用す る。 

2) あごひも は， 正しく 締める。 

3) ヘルメット は， 正しく かぶり， あみだに かぶった りしない。 

4) 一度で も 大きな 衝撃 を 受けた ヘルメ ッ トは， 外観に 損傷がなくても 使用し ない。 
8.2 取扱説明書 

添付す る 説明書に は， 次の 事項 を 記' I ぶ し な ければ な ら ない。 

な お ， 一般 消費者が 理解で きる 大きさ の 文字 及び 図示に よって 明示す る 。 

a) 取扱説明書 を 必ず 読み， 読んだ 後 保管す る。 また， 子供用 又は 幼児 用に あって は， 保護者が 読んで 子 
供に よく 説明す る。 

b) 用途 （例えば， 自転車 用 ヘルメ ッ ト "幼児 用" 又は "学童 用" など。） 
C) 使用 上の 注意事項 

1) 使用 年齢 範 H に 合った ヘルメ ッ ト を 着用す る。 特に， 原動機 付 自転車 及び 自動 二輪車に 乗車す る と 
きに は 使用し ない。 

2) 頭に よ く 合った ヘルメ ッ トを 着用す る。 

3) あごひも は， 正し く 締める。 

4) ヘルメット は 正しく かぶり， 斜めに かぶった りしない。 

5) 一度で も 大きな 衝撃 を 受けた ヘルメ ッ ト は， 外観に 損傷が な くても 衝撃 吸収 性能が 低下して いるの 
で 使用し ない。 

d) 大きさ を 調節で きる ものに あって は， 調節の 方法 を 記載す る。 

e) ヘルメットの 手入れに 用いる 洗剤， 消毒剤， 溶剤な ど 及び その 手入れの 方法。 

f) 製造業 者， 輸入業者 又は 販売 業者の 名称， 住所 並びに 電話番号。 



^作 権 法に より 無断での 複製， 転載 尊 は 禁止され てお り ます。 
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附属 書 A 
(規定） 

人頭 模型への ヘルメ ッ 卜の 装着 方法 

序文 

この 附属 書 は， 人頭 模型への ヘルメ ッ トの 装着 方法に ついて 規定す る。 

A.1 人頭 模型への ヘルメ ッ 卜 の 装着 方法 

表 1 によって 選択した 人頭 模型に， 垂直 方向に 標準と して 50±2N の 荷重 を 加えた 状態で， ヘルメット 
の 前 縁が 製造業 者な どの 指示す る 着用 位置 指標 （/zmm) (参照 平面から ヘルメ ッ ト前 縁までの 高さ） に 合致 
する ように 装着して， 保持 装置に よって 固定す る。 

なお， 製造業 者な どが 着用 位置 指標 を 指示して いない 場合に あって は， ヘルメ ッ トの前 縁が 参照 平面 か 
ら 上方 12mm となる ように 装着し， 保持 装置に よって 固定す る。 

參照 平面 




中央 垂直 軸 



単 lAi mm 



人頭 模型の 種類 


X 


y 


A 


24 


90 


E 


26 


96 


J 


27.5 


102.5 


M 


29 


107 





30 


110 



図 A.1 —人 頭 模型 



著作権法に よ. り 鶬爾 での 複觀， 瓠載等 は 禁止 さ れて おります。 
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1 参照 平面 

b) 側面 

図 B.1 -基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 形状 



附属 書 B 

(規定） 

基準 人頭 模型の 種類 （参照 平面 上方の 形状 及び 寸法) 

序文 

この 附属 會は， 基準 人頭 模型 （参照 平面 上方の 形状 及び 寸法） について 規定す る。 

B.1 基準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 形状 及び 寸法 

基準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 形状 を 図 B.1 に， 寸法 を 表 B.1〜B.5 に 示す。 




a) 平面 

中 ホ 垂ま軸 単 lil mm 



5050 〇 〇 〇 o 

9988 7 6 5 4 




著作権法 により 無断での 複藝， <E 載 等は禁 |1: されて おります。 
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表 B.l —基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 寸法 （人頭 模型 A) 

単 ftz mm 



人頭 模型 A 


参照 平面 上 
の 高さ ひ） 


前 


15。 


30。 


45。 


60。 


75。 


90。 


105° 


120° 


135。 


150° 


165^ 


180。 

後 





88.0 


86.5 


83.0 


75.5 


70.0 


67.0 


66.5 


69.5 


73.5 


78.5 


84.0 


87.0 


88.0 


20 


88.5 


84.5 


82.5 


75,5 


70.0 


67.0 


66.5 


69.5 


73.5 


78.5 


84.0 


87.0 


87.0 


40 


80.0 


79.5 


79.0 


72.0 


67.5 


65.0 


64.5 


67.0 


71.0 


76.0 


80.5 


82.0 


81.5 


50 


75.0 


75.0 


74.5 


68.5 


63.5 


61.0 


60.5 


63.5 


67.0 


72.0 


76.0 


77.0 


77.0 


60 


68.0 


68.0 


67.5 


62.5 


57.5 


55.5 


55.0 


58.0 


61.5 


66.0 


70.0 


70.0 


70.5 


70 


56.0 


56.0 


56.5 


53.0 


49.5 


47.0 


47.0 


49.0 


53.0 


57.0 


61.5 


61.04 


61.0 


80 


37.0 


37.5 


37.0 


36.5 


35.5 


34.0 


34.0 


36.0 


39.5 


44.5 


48.0 


49.0 


48.5 


85 


23.0 


24.0 


23.0 


22.0 


22.0 


23.0 


24.0 


24.5 


29.5 


33.5 


36.0 


36.5 


37.0 


注記 寸法 タ ： 90 mm — 頭 部 円周 ： 500 mm 



表 B.2 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 寸法 （人頭 模型！:） 

単 mm 



人頭 模型 E 


参照 平面 上 
の 高さ （y) 


前 


15。 


30。 


45。 


60。 


75。 


90。 


105。 


120° 


135° 


150。 


165° 


180° 

後 





94.5 


93.0 


90.0 


82.0 


76.5 


73.5 


73.0 


76.0 


80.0 


85.0 


91.0 


94.0 


94.5 


20 


92.5 


91.5 


89.0 


82.0 


76.5 


73.5 


73.0 


76.0 


80.0 


85.0 


90.5 


93.5 


94.0 


40 


87.0 


87.5 


85.0 


79.5 


74.5 


71.0 


71.5 


74.0 


77.5 


82.5 


88.0 


89,0 


89.0 


50 


82.5 


83.0 


81.0 


76.0 


71.0 


68,0 


68.0 


70.5 


74.0 


79.5 


83.5 


84,5 


84.5 


60 


6.5 


76.5 


75.5 


71.0 


66.5 


63.5 


63.5 


66.0 


69.5 


74.0 


78.5 


79.0 


79.0 


70 


66.5 


66.5 


66.5 


63.0 


59.0 


56.5 


56.5 


58.5 


62.0 


66.5 


70.5 


71.0 


71.0 


80 


52.0 


52.0 


52.0 


50.0 


47.5 


46.0 


46.5 


48.0 


51.0 


56.0 


59.5 


60.0 


60.0 


85 


41.5 


41.5 


4L5 


40.5 


39.5 


39.0 


39.5 


41.0 


44,0 


48.0 


51.5 


52.0 


52.0 


90 


28.0 


28.0 


28.5 


28.5 


28.5 


29.0 


30.0 


31.0 


34.0 


37.5 


41.5 


42.0 


42.0 


95 


10.0 


10.0 


10.0 


10.0 


10.0 


10.5 


11.0 


12,0 


13.5 


15.0 


16.0 


16.0 


16.0 


注記 寸法 ァ ： 96 mm — 頭 部 円周 ： 540 mm 



表 B.3 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 寸法 （人頭 模型 J) 

単 11^ mm 



人頭 模型 J 


参照 平面 上 
の 高さ （F) 


前 


15。 


30。 


45。 


60。 


75。 


90。 


105° 


120° 


135° 


150° 


165° 


180° 

後 





101.0 


99.5 


95.5 


88.5 


82.5 


79.5 


79.5 


82.0 


86.0 


92.0 


97.0 


100.5 


101.0 


20 


99.0 


97.0 


93.5 


87.5 


82.0 


79,5 


79.5 


82.0 


86.0 


92.0 


96.5 


99.5 


100.0 


40 


93.0 


92.5 


90.0 


85.5 


80.0 


77.5 


77.5 


80.5 


84,0 


89.0 


93.0 


95.5 


95.5 


50 


90.0 


89.0 


87.0 


83.0 


77.0 


74.5 


75.0 


77.5 


81.0 


86.0 


90.0 


91.5 


91.5 


60 


84.0 


83.0 


81.5 


78.0 


73.0 


70.0 


71.0 


73.0 


77.0 


81.0 


85.5 


87.0 


87.0 


70 


76.0 


75.5 


74.0 


71.0 


67.0 


65.0 


66.5 


67.0 


71.5 


75.0 


79.0 


80.0 


80.0 


80 


65.0 


65.0 


64.0 


61,0 


58.5 


56.0 


57.0 


59.0 


62.5 


66.5 


69.5 


71.0 


71.0 


85 


58.0 


58.0 


56.5 


54.5 


52.0 


50.0 


51.0 


52.5 


56.5 


60.5 


64.5 


65.0 


65.0 


90 


48.5 


48.0 


47.0 


45.5 


43.5 


43.0 


44.0 


46.0 


49.5 


54.0 


57.0 


58.5 


58.5 


95 


37.0 


36.5 


35.0 


34.0 


33.0 


33.5 


34.5 


36.0 


39.0 


43.0 


46.5 


47.0 


47.0 


100 


20.0 


20.0 


19.5 


19.0 


18,5 


18.5 


19.0 


20.5 


.23.5 


27.5 


31.0 


31.0 


31.0 


注記 寸法 ッ ： 102.4 mm — 頭 部 円周 ： 570 mm > 



；;^ 作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ま す。 
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表 B.4 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 寸法 （人頭 模型 M) 

単位 mm 



人頭 模型 M 


参 1! (丰 しヒ 

の咼さ （y) 


0° 

—き U 




30° 


45° 


60° 


1ゃ 


90° 


105° 


120° 


135° 


150° 


165° 


180° 

议 
後 





106.0 


104.0 


101.0 


93.5 


87.0 


84.5 


84.0 


86.5 


91.0 


96.0 


102.0 


106.0 


106.0 


20 


103.5 


102.5 


99.5 


93.0 


87.0 


84.5 


84.0 


86.5 


91.0 


96.0 


101.5 


105.5 


105.5 


40 


99.0 


98.5 


96.5 


90.5 


85.0 


82.5 


82.0 


84.0 


88.5 


93.5 


97.0 


100.5 


100.5 


50 


95.5 


94.5 


93.0 


87.5 


82.0 


79.5 


79.0 


81.5 


85.5 


91.0 


94.0 


97.0 


97.0 


60 


89.5 


89.5 


88.0 


83.0 


77.5 


75.0 


75.0 


77.0 


81.5 


86.5 


90.0 


92.0 


92.0 


70 


82.0 


82.0 


81.0 


77.0 


72.0 


69.5 


69.5 


71.5 


75.5 


81.0 


84.0 


85.5 


85.5 


80 


71.5 


71.5 


71.0 


68.0 


64.0 


61.5 


61.5 


64.0 


67.0 


72.0 


76.0 


77.0 


77.0 


85 


64.5 


64.5 


64.0 


61.5 


59.0 


57.0 


57.0 


58.5 


61.5 


66.5 


71.0 


72.0 


72.0 


90 


56.5 


56.5 


56.5 


55.0 


53.0 


51.5 


51.5 


53.0 


56.0 


60.5 


64.5 


66.0 


66.0 


95 


46.5 


46.5 


46.5 


46.5 


45.5 


44.0 


44.0 


45.5 


48.5 


53.0 


57.5 


58.0 


58.5 


100 


32.0 


32.0 


32.0 


33.0 


34.0 


34.0 


34.5 


35.5 


38.5 


43.0 


46.5 


47.0 


48.0 


105 


12.0 


12.0 


12.0 


14.0 


16.0 


16.0 


17.5 


19.5 


21.0 


25.0 


29.5 


30.0 


30.0 


注記 寸法 タ ： 107.2 mm — 頭部 円周 ： 600 mm 



表 B.5 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 上方の 寸法 （人頭 模型 0) 

単 lil mm 



人頭 模型 


参照 平面 上 

の 高さ (y) 


前 


15° 


30° 


45。 


60° 


75。 


90。 


105° 


120° 


135。 


150° 


165° 


180° 

後 





108.5 


107.5 


103.5 


96.0 


90.5 


87.5 


87.0 


90.0 


94.5 


100.0 


105.0 


108.0 


108.5 


20 


106.5 


105.5 


103.0 


96.0 


90.5 


87.5 


87.0 


90.0 


94.5 


100.0 


105.0 


108.0 


107.5 


40 


101.5 


101.5 


100.5 


93.5 


88.5 


85.5 


85.5 


88.5 


92.5 


98.0 


103.0 


103.0 


103.5 


50 


98.0 


97.5 


97.0 


90.5 


85.5 


82.5 


83.0 


85.5 


90.0 


95.0 


100.0 


100.0 


100.5 


60 


93.0 


93.0 


92.0 


86.5 


81.0 


78.5 


78.5 


81.5 


85.5 


90.5 


95.0 


95.0 


95.5 


70 


86.5 


86.5 


86.0 


80.5 


75.0 


73.5 


73.5 


76.0 


80.0 


85.0 


89.0 


89.0 


89.0 


80 


76.0 


76.5 


76.5 


72.5 


67.0 


66.0 


66.5 


69.0 


72.5 


77.0 


81.0 


80.5 


80.5 


85 


69.5 


69.5 


70.0 


67.5 


62.5 


61.5 


62.0 


64.5 


67.5 


72.5 


76.0 


76.0 


76.0 


90 


62.5 


62.5 


62.5 


60.0 


57.0 


55.5 


56.5 


58.5 


62.0 


67.0 


70,0 


70.0 


70.0 


95 


54.0 


54.0 


54.0 


52.5 


50.0 


49.0 


49.5 


51.5 


55.5 


60.5 


64.0 


64.0 


64.0 


100 


42.0 


41.5 


41.5 


41.0 


41.0 


41.5 


41.5 


43.5 


47.0 


52.0 


55.5 


55.5 


55.5 


105 


27.5 


27.0 


27.0 


27.0 


27.5 


27.5 


27.5 


29.0 


3L5 


36.0 


37.5 


38.0 


38.5 


注記 寸法 ァ ： 110.2 mm — 頭 部 円周 ： 620 mm 



:;5^作権法にょ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 C 

(規定） 

基準 人頭 模型の 種類 （参照 平面 下方の 形状 及び 寸法) 



序文 



. の 附属 書 は， 基準 人頭 模型 (参照 平面 下方の 形状 及び 寸法) について 規定す る C 



C.1 基準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 形状 及び 寸法 

基準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 形状 を 図 C.1 に， 寸法 を 表 C.1〜C.5 に 示す C 



75。 90° 105° 




a) 平面 



Z 









G 


























し マ, 
































中央 垂直 軸 





b) 側面 





if 




M 
















中央 垂直 軸 



參照 平面 




参照 平面 



C) 丄|£ 面 

図 C.1 一基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 形状 



：.；^ 作 権 法に より 無断での 複製， 転 载等は 禁止され てお ります。 
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表 C.l 一基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 寸法 （人頭 模型 A) 

単 llJL mm 



人頭 模型 A 


の 高 さ ひ、 

V ノ 1 卜! J C_- 1 〃 ノ 


n'J 


15° 


30° 


450 




750 


90° 


105° 


120° 


1350 


150° 




180° 

後 


Q 


3§ Q 


35.5 




755 


70 


u / .u 


UU. J 


リフ. J 


73 5 


1 . -J 


g4 


g7 


gg Q 


—— に1 1 


OO.U 


OU. J 


OZ,.J 


74 S 


UO. J 


uu.u 


uu.u 


UO. J 


1 ム， yj 


77 


1 .~j 


34 5 


85 


―] g 


88.0 


Q 


32.5 


74 Q 




53 Q 


U i . J 


54 5 


57 5 


72.5 


77 


gO.o 


80.5 


-30.6 


88.0 


89.5 


81.0 


71.5 


65.0 


62.0 


56.0 


58.0 


61.5 


66.5 


71.0 


73.5 


84.0 


-39.4 


88.0 


89.5 


79.0 


69.0 


63.0 


60.0 


54.0 


55.0 


58.0 


61.5 


65.0 


67.5 


67.0 


-52.5 


88.0 


89.5 


77.0 


67.0 


60.5 


54.0 


51.5 


52.0 


53.5 


56.5 


59.0 


60.0 


58.5 


一 65.6 


88.0 


89.5 


75.5 


65.0 


58.5 


52.5 


50.5 


51.0 




52.5 


53.0 


54.0 


54.5 


一 74.4 


88.0 


89.5 


73.5 


62.5 


58,0 


51.0 


50.5 


51.0 


51.5 


52.5 


53.0 


54.0 


54.5 


-78.8 


88.0 


9.5 


71.5 


60.5 


49.5 


50.0 


50.5 


51.0 




52.5 


53.0 


54.0 


54.5 


-84.4 


88.0 


89.5 


69.5 


47.5 


49.5 


50.0 


50.5 


51.0 




52.5 


53.0 


54.0 


54.5 


-92.8 


88.0 


92.0 


47.5 


47.5 


49.5 


50.0 


50.5 


51.0 




52.5 


53,0 


54.0 


54.5 


-19.0 


47.0 


47.0 


47.5 


47.5 


49.5 


50.0 


50.5 


51.0 




52.5 


53.0 


54.0 


54.5 


注記 寸法 Z: 11.1 mm —頭部 円周 ： 500 mm 



表 C*2 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 寸法 （人頭 模型 E) 

単 1ll mm 



人頭 模型 E 


参照 平面 上 
の 高さ （め 


前 


15° 


30° 


45° 


60° 


75° 


90° 


105° 


120° 


135° 


150° 


165° 


180° 

後 





94.5 


93.0 


90.0 


82.0 


76.5 


73.5 


73.0 


76.0 


80.0 


85.0 


91.0 


94.0 


94.5 


-11.9 


94.5 


93.0 


88.5 


79.5 


73.0 


70.5 


70.5 


73.0 


77.0 


82.5 


87.0 


90.5 


91.0 


-21.3 


94.5 


94.0 


88.5 


79.0 


71.0 


67.5 


66.0 


69.0 


72.0 


77.5 


82.5 


85.5 


86.0 


-32.8 


94.5 


95.5 


86.5 


76.5 


69.5 


66.5 


60.0 


62.5 


66.0 


71.0 


76.0 


78.5 


79.0 


-42.1 


94.5 


95.5 


84.5 


74.0 


67.5 


64.0 


57.5 


59.0 


62.0 


66.0 


70.0 


72.0 


71.5 


-56.2 


94.5 


95.5 


82.5 


71.5 


64.5 


57.5 


55.5 


55.5 


57.0 


60.5 


63.0 


64.0 


63.0 


-70.2 


94.5 


95.5 


80.5 


69.5 


62.5 


56.0 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


-79.6 


94.5 


95.5 


78.5 


67.0 


62.0 


54.5 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


-84.3 


94.5 


95.5 


76.5 


64.5 


53.0 


53.5 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


-90.4 


94.5 


95.5 


74.5 


51.0 


53.0 


53.5 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


-99.3 


94.5 


98.5 


50.5 


51.0 


53.0 


53.5 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


-127.4 


50.0 


50.0 


50.5 


51.0 


53.0 


53.5 


54.0 


55.0 


55.5 


56.0 


56.5 


57.5 


58.0 


注記 寸法 Z ： 11.9 mm — 頭 部 円周 ： 540 mm 



ぉ作栖 法に よ り 無断での 複製， ifili 載 等は鎮 止されて おります。 



20 

T8134 ： 2007 



表 C.3 — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 寸法 （人頭 模型 J) 

単 ftz mm 



人頭 模型 J 


参照 平面 „ ヒ 
の 高さ （ん） 


00 

ilu 


15。 


30° 


45。 


60。 


75。 


90。 


105° 


120° 


135° 


150° 


165° 


180° 

後 





101.0 


99.5 


95.5 


88.5 


82.5 


79.5 


79,5 


82.0 


86.0 


92.0 


97.0 


100.5 


101.0 


-12.7 


101.0 


99.5 


94.5 


85.0 


78.0 


75.5 


75.5 


78.0 


82.0 


88.0 


93.0 


96.5 


97.0 


-22.7 


101.0 


100.5 


94.5 


84.5 


76.0 


72.0 


70.5 


73.5 


77.0 


83.0 


88.0 


91.5 


92.0 


-35.0 


101.0 


102.0 


92.5 


81.5 


74,0 


71.0 


64.0 


66.5 


70.5 


76.0 


81.0 


84.0 


84.5 


-45.0 


101.0 


102.0 


90.0 


79.0 


72.0 


68.5 


61.5 


63.0 


66.0 


70.5 


74.5 


77.0 


76.5 


-60.0 


101.0 


102.0 


88.0 


76.5 


69.0 


61.5 


59.0 


59.5 


61.0 


64.5 


67.5 


68.5 


67.0 


-75.0 


101.0 


102.0 


86.0 


74.0 


67.0 


60.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61.5 


62.0 


一 85,0 


101.0 


102.0 


84.0 


71.5 


66.0 


58.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61.5 


62.0 


-90.0 


101.0 


102.0 


81.5 


69.0 


56.5 


57.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61.5 


62.0 


-96.5 


101.0 


102.0 


79.5 


54.5 


56.5 


57.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61.5 


62.0 


— 106.0 


101.0 


105.0 


54.0 


54.5 


56,5 


57.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61.5 


62.0 


-136.0 


53.5 


53.5 


54.0 


54.5 


56.5 


57.0 


57.5 


58.5 


59.0 


60.0 


60.5 


61,5 


62.0 


注記 寸法 Z ： 12.7 mm — 頭 部 円周 ： 570 mm 



表 C.4 一基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 寸法 （人頭 模型 M) 

単 1 立 mm 



人頭 模型 M 


-.^ ハ" 1 1 は iJ 

の 高さ （/?) 




15° 


30。 


45。 


60。 


75° 


90。 


105° 


120° 


135。 


】50。 


165° 


180° 

後 





106.0 


104.0 


101.0 


93.5 


87.0 


84.5 


84.0 


86.5 


91.0 


96.0 


102.0 


106.0 


106.0 


-13.3 


106.0 


104.0 


98.5 


88.5 


81.5 


79.0 


79.0 


81.5 


85.5 


92.0 


97.0 


100.5 


101.5 


-23.7 


106.0 


105.0 


98.5 


88.0 


79.5 


75.0 


73.5 


76.5 


80.5 


86.5 


92.0 


95,5 


96.0 


-36.5 


106.0 


106.5 


96.5 


85.0 


77.5 


74.0 


67.0 


69.5 


73.5 


79.5 


84.5 


87.5 


88.0 


-47.0 


106.0 


106.5 


94.0 


82.5 


75.0 


71.5 


64.0 


66.0 


69.0 


73.5 


78.0 


80.5 


80.0 


一 62,6 


106.0 


106.5 


92.0 


80.0 


72.0 


64.0 


61.5 


62.0 


63.5 


67.5 


70.5 


71.5 


70,0 


-78.3 


106.0 


106.5 


90.0 


77.0 


70.0 


62.5 


60.0 


61.0 


61.5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


-88.7 


106.0 


106.5 


87.5 


74.5 


69.0 


60.5 


60.0 


61.0 


61,5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


-94.0 


106.0 


106.5 


85.0 


72.0 


59.0 


59.5 


60.0 


61.0 


61.5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


一 100.7 


106.0 


J06.5 


83.0 


57.0 


59.0 


59.5 


60.0 


61.0 


61.5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


一 110.7 


106.0 


109.5 


56.5 


57.0 


59.0 


59.5 


60.0 


61.0 


61.5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


-142.0 


56.0 


56.0 


56.5 


57.0 


59.0 


59.5 


60.0 


61.0 


61.5 


62.5 


63.0 


64.0 


64.5 


注記 寸法 Z ： 13.3 mm — 頭 部 円周 ： 600 mm 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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表 C.S — 基 準 人頭 模型の 参照 平面 下方の 寸法 （人頭 模型 0) 

単ヒ mm 



人頭 模型 


H や、 1 im _ し 
0~) 7^ ミひ、 


AO 
U 

Hll 


1 く Q 






ou 


1 J 






1 90° 


1 -JCiO 

I J J 




\ J 


1 on° 

1. OU 

後 


u 


1 AO C 

1 Uo. J 


1 A7 く 
1 U / . J 






on c 


o / .U 


o / .u 


on n 




inn n 


1 リ J . リ 


J UO.U 


1 Uo. J 


― 1 ^ 7 


1 AO C 

lUo.J 


1 ni く 


1 n 1 s 


Q 1 C 




o 1 .u 


o 1 .U 


O'4-.U 


OO.U 


ソ H^, J) 


1 nn n 


1 Uo. J 


104 S 

1 UH. J 




1 AO C 

lUo. J 


1 nc n 
1 UJ5.U 


1 n 1 し 
lUl .J 


Q 1 n 

yV.yj 


Q 1 く 
8 1 .J 


つつ c 

1 /.J 


/D.U 


/ ソ. U 




ソ. u 


ソ 


no i: 
yo.D 


QQ n 
ソソ. u 


一 37.6 


108.5 


109.5 


99.5 


87.5 


79.5 


76.5 


69.0 


71.5 


76.0 


81.5 


87.0 


90.5 


91.0 


一 48.4 


108.5 


109.5 


97.0 


85.0 


77.5 


73.5 


66.0 


67.5 


71.0 


76.0 


80.0 


83.5 


82.0 


-64.5 


108.5 


109.5 


94.5 


82.0 


74.0 


66.0 


63.5 


64.0 


65.5 


69.5 


72.5 


73.5 


72.0 


-80.6 


108.5 


109.5 


92.5 


79.5 


72.0 


64.5 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


一 91.4 


108.5 


109.5 


90.5 


77.0 


71.0 


62.0 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


-96.8 


108.5 


109.5 


87.5 


74.0 


60.5 


61.0 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


-103.8 


108.5 


109.5 


85.5 


58.5 


60.5 


61.0 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


-114.0 


108.5 


113.0 


58.0 


58.5 


60.5 


61.0 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


-146.2 


57,5 


57.5 


58.0 


58.5 


60.5 


61.0 


62.0 


63.0 


63.5 


64.5 


65.0 


66.0 


66.5 


注記 寸法 Z: 13.7 mm — 頭 部 円周： 620 mm 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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自転車 用 ヘルメ ッ卜 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規定の 
一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1 規格の 名称 

旧規 格の 名称 "自転車 用 安全 帽" に 含まれる 用語の "安全" はこの 安全 帽を 着用す る ことによって， 安 

全が 保証され るとの 過度の 安全性 を 要求され るお それが ある。 この 旧規 格の 英文 名称に は "Safety" の 用 
語が 用いられず "Protective helmets for bicycle users" の 名称に なって いる。 国内に おいて "ヘルメ ッ ト" が 
頭部 を 保護す るかぶ り 物と して 広く 認識され ている ので， 規格の 名称 を "安全" の 用語 を 用いない "自転 
車 用 ヘルメ ッ 卜" に 改称した。 

2 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JIST8134:1995 (自転車 用 安全 帽） であり， 旧規 格の 改正から 10 年 を 経過して いる。 その 間 
に 生活環境 及び 道路交通 事情が 変化 し て， 自転車 乗 用 中の 事故の 多発， とりわけ 幼児 用 座席に 同乗 中の 幼 
児の 事故が 急増 している こと が 社会問題 となって きた。 そこ で 適用 範囲 を 幼児が 着用 する ヘルメットまで 
拡大し， 規格の 体裁 を "JIST8133 (乗車 用へ ルメット）" と 整合させる ように 改めた。 

試験 • 検査 方法 並びに 要求 性能に ついては， 従来の JIS 人頭 模型から， 世界的に 広く 使用され ている ISO 
人頭 模型に 切り替える など 海外の 規格 を 参考に して， 試験 用の 装置， ジグ， 試験 方法な ど 全面的な 改正 を 
行い ヘルメ ッ 卜の 性能 向上 を 図った。 

3 制定 • 改正の 経緯 

この JIST8134 ( 自転車 用 安全 帽） は， 昭和 57 年 7 月 1 日に 制定され た 力、 これ 以前 は， 自転車 用 安全 
帽は， JIST8U3 (乗車 用 安全 帽） の 中に 種類 3 種と して 規定され ていた。 しかし， 動力で 走行す る 自動 
二輪車 又は 原動機 付 自転車な どの 乗員 用の 乗車 用 安全 帽と， 人力で 走行す る 自転車の 乗員 用と しての 自転 
車 用 安全 帽を， 乗車 用 安全 幅の 同一 規格 内で 規定す るの は， 衝撃 吸収 性， 耐貫 通性な どの 性能が 異なる。 
また， 自転車 用 安全 帽を 独立した 別 規格と する ことによって， 自転車 用 安全 帽の 普及 を 促進して， 自転車 
利用者の 4 『故に よ る 傷害の 程度の 軽減 を 図 るた めに， 新規に 制定 された も ので あ る 。 

そして， 昭和 62 年 9 月 1 日に 確認され， その後， 平成 2 年 6 月 開催の 標準 会議で 決定され た "日本 工業 
規格に おける 国際 単位 系 (SI) の 導入の 方針に ついて" に 基づき， 従来 単位 を 規格 値から 参考 値に 改める と 
ともに， JISZ 8301:1990 (規格 票の 様式） に 基づき， 新 様式の 規格に 改正した。 この 規格 は， 平成 5 年 11 
月 16 日 開催の 第 90 回 医療 安全 用具 部会に おいて 議決され， 平成 6 年 3 月 1 日に 改正され た。 

さらに， 平成 5 年度に 工業技術 院 では， 社団法人 日 本 保安 用 品 協会へ 改正 原案 作成の 委託 を 行い， この 

解 1 



〈；^ 作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等 は Jli ヒ されて おります。 
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原案 を 基に， 平成 7 年 3 月 17 日に 開催され た 第 93 回 日本 工業 標準 調査 会 医療 安全 用具 部会に おいて 決 
され， 平成 7 年 7 月 1 日に 改正され た。 

今回， 平成 17 年度に 工業 標準化 法 第 12 条 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 保安 用品 協会 及び 財団 法 
人 日本規格協会から 改正 原案が 提出され て， 平成 18 年度の 第 17 回 日本 工業 標準 調査 会 労働 安全 用具 技術 
専門 委員会に おいて 議決され た。 

4 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

旧規 格の 試験 用の 人頭 模型 は， 日本 独自の サイズ （形状， 寸法） で 規定した JIS 人頭 模型で あつたが， 
幼児 用の ヘルメ ッ トに 対応す る サイズの 人頭 模型が 存在し ない。 また， 海外で は 広く EN 960:1995 の 規定 
に 基づく 試験 用人 頭 模型が 採用され ている ので， この 際すべ ての ヘルメ ッ トの サイズに ついて ISO 人頭 模 
型 を 採用す る こと と した。 

旧規 格に 規定す る JIS 人頭 模型 及び ISO 規格で 規定す る 人頭 模型の 形状に は 極端な 差がない ので， ヘル 
メ ッ トの 安全性 能 を 検査す るた めの 試験 用の 人頭 模型に， 国際 性の ある ISO 人頭 横 型 を 採用す る こと は 性 
能の 国際 比較の 上 か らも 好ましい といえる。 

自転車に 幼児 を 同乗 させた とき 自転車が 転倒して， 幼児の 頭部に 傷害 を 与える おそれ は， 速度が 非常に 
遅い 場合 又は 停車 中の 事故が 多い こ と が 考えられる ことから， 幼児 用 ヘルメ ッ ト の 保護 範囲 を 側 頭部に 拡 
大 する ことと した。 

5 適用 範囲 

旧規 格で は， ヘルメ ッ トの 使用者の 対象 を 自転車の 乗員と していた 力、 使用者の 対象に "同乗す る 幼児" 
を 加えた。 

6 規定 項目の 内容 

規定 項 目のう ち， 旧 規定が 変更 された 主な ものに ついて 説明す る。 
6.1 用語 及び 定義 

旧規 格で は帽 体， あごひも， チン カップ だけ を 規定して いた 力、 改正で 新たに 取り入れ たもの を 含めて 
幅広く 用語 を 定義した。 
6.2 必す （須） 条件 

規格が 要求す る 要件で， 構造， 性能， 材料な どに 関して 旧規 格で は， 分散して 規定され ていた 必す （須） 
の 条件 を まとめて 規定した。 

一 構造 ： 転倒 時に 路面との 摩擦が 著し く なる 材料 を 禁止した。 摩擦が 著し く なる 材料 を 使用す る と 転倒 
時に， 脳に 強い 回転 加速度 を 与えたり， 首への 負担が 増加す るお. それが 多いた めで ある。 
自転車 乗 用 中の 事故が 夜間に 多発して いる ことから， 反射 材の取 付けに ついての 規定 を 設け 

た。 

一 性能 ： 衝撃 吸収 性に ついて， 海外の 規格で は 衝撃 加速度の 単位と して， 重力 加速度の 単位の G が 一般 
的に 使用 されて いる ので， 2 940 m/s 2 及び 1 470 m/s 2 の 後の 括弧 内 に 重力 加速度の 値 G を 記載 し 

た。 

あごひもの 強さ は， 試験： 方法が 変更され たこと に 伴い， 最大 伸びが 30 mm から 35 mm に 変 

更 された。 

あごひもの 性能 （ロール オフ） が 追加され た。 

解 2 

著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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一 材料： 耐候 性の 要件が 追加され た。 
6.3 試験 
6.3.1 人頭 模型 

旧規 格で 我が国 独自の 大形， 標準 形 及び 小形の 3 種類の JIS 人頭 模型であった もの を， ISO 人頭 模型 を 
採用して 5 種類 (A， E, J， M， O) とした。 
6.3.2 前 処理 

旧規 格で は 試験 方法に 規定して いた もの を， 項目 を 設けた。 
6.3.3 衝撃 吸収 性 試験 

- 試験 方法： 衝撃 試 胃 囲 を 使用 年齢 範囲に よって 区分し， 6 歳 未満の 幼児が 含まれる 場合 は 側 頭部の 
試験 範 ■ を 広く して， 側 頭部の 安全性が より 広く 確保で きる ようにした。 

旧 規定で は 平面形 アン ビル だけで 2 か 所の 衝撃 試験 を 行って いた もの を， 平面形 鋼製 ァ 
ン ビルで 2 か 所， 新た に 導入 した 半球 形 鋼製 ァ ン ビルで 2 か 所の 4 か 所の 衝撃 試験 を 実施 
する ことにした。 旧 試験の 落下 高さの 規定から， 今回の 改正で は 衝突 時の 落下 速度の 規定 
に 改め 落下 高さ を 目安と して 併記した。 このと きの， 衝撃 時の 落下 速度 を， 平面形 鋼製 ァ 
ン ビルに ついては m/s [旧規 格の 落下 高さの 1,5 倍 (1.00 m=^l，50 m 相当）] と し， 
新たに 導入した 半球 形 鋼製 アン ビルに よる 試験に ついて 4.57+Goi m/s (1.06 m 相当） ， と し 
た。 

一 装置 ： 旧 規定の 1 軸 加速度計 用 ガイ ド ワイ ャ 試験 装置に 加えて， 3 軸 加速度計 用の 自由 落下 方式の 試 

験 装置 も 採用す る こ とがで きる ようにした。 
6.3.4 保持 装置の 強さ 試験 

- 試験 方法 ： 旧 規定で は 38 kg の 落下 重 錘 を 20 mm の 距離 落下 させて いた 力、 4±0.2 kg の 落下 重 錘 を 

600±5 mm の 距離 落下させる こ と に 改正した。 
6.3.5 保持 装置の 性能 （ロール オフ） 試験 

一 試験 方法： 新たに 採用され た 試験 方法で ある。 ヘルメット を 人頭 模型に 装着し， 後頭部に ワイヤ を 接 
続し， ワイヤに 衝撃 力 を 加えて ヘルメ ッ トが 人頭 模型から 脱落す るか 試験す る。 10±0.1kg 
の 落下 重 錘 を 175 mm の 距離 落下させる。 

6.3.6 視野の 測定 

旧規 格で は 図示が なく 測定 方法が 判然と しなかった 力ぶ， 図 を 参照す る ことによって 明確に した。 



解 
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原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



(委員長） 



(事務局） 



自転車 用 ヘルメ ッ 卜 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 



氏名 



所属 





高 


津 


光 


洋 


東京^^ 恵 会 医科大学 







枝 


繁 


雄 


目才団 法人 製品 安 令 協会 





小 野 田 


元 


裕 


財団法人 日 本 車両 検査 協会 




樋 


P 


恭 


司 


経済 産業 省 製造 産業 局 

ァ |：„ し】 ズ 1 , T * Zl、 pij Ai_i/„JL- ノ |、Z " ！ J 




根 


岸 


喜 代 春 






永 


井 


克 


向 


財団法人 日本規格協会 


〇 


谷 


澤 


和 


彦 


日本 安全 帽 工業 会 （株式会社 谷 沢 製作所） 


〇 


高 


原 


智 


彦 


オージー ケー 販売 株式会社 


ひ 


小 


林 


和 


平 


株式会社 大嶋 電機 製作所 


〇 


山 


田 




勝 


株式会社 SHOEI 




々厶 


木 


三 枝 子 


NPO 法人 東京都 地域 婦人 団体 連盟 




林 




悦 


子 


財団法人 日本 消費者 協会 消費生活 コン サルタン ト 




野 


上 


正 


邦 


財団法人 全 日 本 交通安全 協会 




小 


林 




博 


財団法人 日本 サイ ク リ ング 協会 


〇 


安 


藤 


康 




社団法人 日本 保安 用品 協会 



注記 〇 印 は， 分科会 委員 を 示す。 



(解説 文責 安藤 康三） 



解 4 
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白 紙 



解 



；: お 作 権 法に よ り 無断での 複藝， <eJt 等 は 禁止され ております。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 標準 課 [FAX(03)3405-554 1 TEL(03)5770- 1 57 1 ] へ ご 連 

絡く ださい。 

規 fa:?:: の は、' 発行され た 場合 は， 次の&(領でご:^^内ぃた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 ま" B 準 化 ジャーナル" に， 正 'u^^ の 内容 をお 載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "L1 耗; 《x»r ひ r 及び "日刊 ェ 1£ 新 i«r の JIS 発行の 広告欄 

で， 正稱 票が 発行され た JIS 規格 番兮 及び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 
なお， 当 協会のお S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正解 票が 発行され た 場合， 自動 

的に お送りいた します。 

★MS 規 ti' お?:: の ご ひ: 文 は， 及り f:^: 部 力 ス タ マ一 サ 一ビス,; 3!fTF:L(03)358 3 - 8 0O 2 FAX(03)3583<0462] 
又は下ね^！の当^会各支部にぉきま してもご注文を承ってぉり ますので， お 申込みく ださい。 
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